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市の人口動態

総人口 45 020人
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自糧農とをがそ二す最市とは本市三にりの業ら、らかーで段の五業庫しか営
足増業が中旧の十。大の種非市内十、ま自活のむ施しのに階特年が助てなの
農産経伺心来経二大の農々常の農四昭す的動施し設新と実と別を始成昭田近
業の営えとの営種洲原業雑に農家年和。がが設ろ事農お施な助経めを和国代
のみ改まし自をに市因を多細家類に三 達行を整業村りしり成過らう三都化
考の善すた給分ものと停で分の型わ十 成わ中備そ建でたま事しれけ十市を

3 日…4 日 え考の。経自祈分農な滞あ化農調たご ざれ心せの設あ事し業、て新一建進
方えた 営足すか家っきりさ業査つ年 れてにらも事り業たを後よ農年設め
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せ格確真でがる設 合早正協農 ら
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小規模土地改良事業 I1 

中

村

地

区

排
水
路
工
事
は
じ
ま
る

中
村
地
区
内
の
排
水
路
整
備

工
事
は
地
底
民
多
年
の
念
顕
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
失
業
対

市
制
実
施
以
来
市
の
年
間
行
一
な
問
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か

策

事

業

の

一

環

と

し

て

六

月

上

:

一

一
事
の
一
つ
と
し
て
、
年
々
行
つ
一
ら
の
意
見
を
直
接
関
与
c
、
そ
の

旬

よ

り

工

事

が

は

じ

め

ら

れ

地

三

一

一

区
民
を
喜
こ
ぼ
せ
て
い
る
。
一
て
参
り
ま
し
た
市
政
懇
談
会
を
一
解
決
策
交
協
議
し
一
日
も
早
へ

と
の
排
水
路
整
備
工
事
の
計
五
年
も
農
閑
期
を
利
用
じ
て
実
一
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
、
市

画
書
に
よ
る
と
改
良
排
水
路
延
一
施
す
る
予
定
で
い
ま
す
。
一
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
に
努

長
一
は
セ

O
O米
に
お
よ
び
、
延
一
一
皆
さ
ん
も
ど
承
知
の
よ
う
に
一
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

七
O
O人
の
労
力
と
四
十
万
円
一
市
政
懇
談
会
は
市
役
所
と
市
民
一
ま
す
。

の
費
用
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
紀
一
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
、
市
役
一
こ
の
市
政
懇
談
会
の
実
施
す

な
っ
て
い
る
。
理
在
す
で
に
工
一
所
か
ら
市
長
以
下
各
課
長
が
各
一
る
日
程
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

事
は
着
々
と
し
て
進
め
ら
れ
て
五
区
へ
出
向
、
辛
口
、
市
行
政
の
実
一
ら
地
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知

お
り
、
七
月
中
旬
に
は
工
事
が
官
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
一
ら
せ
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
そ
の

完
了
す
る
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
百
和
三
干
六
年
度
の
市
政
方
針
一
節
は
多
数
お
集
り
下
さ
っ
て
皆

っ
て
約
三
百
世
帯
が
受
益
す
る
一
等
に
つ
い
て
説
明
し
ご
理
解
を
一
さ
ん
の
声
を
少
し
で
も
多
く
お

だ
ろ

5
と
土
木
課
で
は
い
っ
て
一
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し
皆
さ
一
聞
か
せ
下
さ
る
よ
う
、
お
し
ら

九
る
o

一
ん
の
認
識
と
協
力
意
慾
を
高
め
て
せ
と
ど
協
力
を
お
ね
が
い
申
上
・

更

に

皆

さ

ん

の

身

近

か

な

色

々

一

げ

ま

す

。

一

訂

正

記

事

一

五
月
号
広
報
記
事
中
、
鵜
飼
一

の
観
覧
料
円
は
A
コ
i
ス
二
、
目

六
O
O円、

B
コ
1
ス
は
二
、

=一

O
O園、

C
ゴ

I
ス
は
二
、

三

O
O円
の
誤
ウ
に
つ
き
訂
正

い
た
し
ま
す
。

七
月
一
日

国
民
安
全
の
日

「
国
民
安
全
の
日
」
は
国
民

の
一
人
一
人
が
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
施
設
や
行
動
を
反
省
し

て
産
業
災
害
、
交
通
事
故
、
火

災
な
ど
民
民
の
日
常
生
活
を
お

び
や
か
す
災
者
の
発
生
防
止
の
一

た
め
に
制
定
さ
れ
た
日
で
す
。
一

「
生
活
の
す
べ
て
に
安
全
を
」
↑

と
い
う
言
葉
を
A
口
言
葉
に
、
市
一

民
の
す
べ
て
が
安
全
意
識
を
高
~

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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せや雪

国

民

安

工
堆
い

大
洲
北
中
学
校
体
育
館

一
大
洲
北
中
学
校
(
校
長
白
石
泰

一
士
口
氏
、
生
徒
数
八
一
五
、
学

一
級
数
十
七
)
の
体
育
舘
兼
講
堂
q

一
の
建
築
工
事
は
新
谷
町
仲
間
建
一

一
設
の
手
に
よ
っ
て
真
し
な
ヱ
事
一

一
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
現
在
、
一

一
す
で
に
七
割
の
工
事
量
を
完
了
一

一
来
る
七
月
中
旬
の
予
定
で
竣
工
一

一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一

↑
こ
の
工
事
は
北
中
学
校
の
屋
一

一
内
運
動
場
と
し
て
文
部
省
よ
り
一

一
補
助
金
二
五
六
万
円
余
を
え
て
一

建
築
さ
れ
て
い
る
も
の
で
桁
行
一

十四

O
米
横
十
七
米
、
延
坪
六
六
一

十
九
平
方
米
、
高
さ
平
均
八
米
、
ァ

一
鎖
骨
鍛
筋
造
り
九
五
八
万
円
の

一
建
物
で
あ
る
。

一
現
在
、
仲
間
建
設
の
作
業
員

約
二

O
名
に
よ
っ
て
良
心
的
な

一
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
工

事
完
成
の
あ
か
つ
き
は
パ

ν
l

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
パ
ト
ミ
シ
ト

一
γ
、
飛
び
箱
な
ど
運
動
が
自
由

一
に
で
き
、
収
容
人
員
一
、

0
0

一
O
名
の
大
講
堂
と
し
て
、
市
内

一
一
は
勿
論
那
市
の
あ
ら
ゆ
る
大
行

一
事
に
有
効
に
利
用
さ
れ
る
も
の

一
と
思
わ
れ
る
。
生
徒
、
父
兄
の

一
審
び
は
格
別
で
あ
る
。

間

一

も

金

く

竣

工

一
一
一
て
臣
室
畑
地
帯
の
二
月
末
日
に
は
工
停
の
完
成
が
約
一

部
六
、
以
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
比
較
一
束
さ
れ
て
い
る
ζ

ト

拘

511あ
っ
て
毎
年
の
よ
う
一
と
の
工
事
に
よ
っ
て
新
た

ι一

一
一
一
円
十
を
う
け
、
そ
の
改
良
対
一
六
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
美
田
方
一

策
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、
関
係
一
造
成
さ
れ
本
年
の
田
植
で
三

者
の
研
究
協
議
の
結
果
、
開
国
一

O
八
石
の
米
の
収
穫
が
予
定
さ
一

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

生

産

性

を

一

れ

て

い

る

。

一

高
め
る
計
調
が
決
定
さ
れ
た
o
-

更
に
関
係
農
家
五
四
戸
の
人
一

そ
こ
で
大
洲
市
三
善
土
地
改
一
々
は
こ
の
工
事
を
き
っ
か
け
に
一

良
区
(
理
事
長
池
田
義
一
氏
二
劃
期
的
な
経
営
改
善
を
計
ろ
う
一

で
は
農
林
漁
業
金
融
公
庫
よ
り
一
と
意
気
込
ん
で
お
り
、
a

将
来
の
一

融
資
を
う
け
総
工
費
三
八
九
O
一
発
展
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
一

万
円
で
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
一
ろ
う
。

に
な
っ
た
Q

工
事
は
有
限
会
社
一
な
お
、
こ
の
工
事
の
特
色
は
一

レ
ド
一
用
水
方
法
で
、
ヒ
ユ

l
ム
管
に

谷
本
建
設
の
手
に
よ
り
プ
ル

一
よ
る
サ
イ
ホ
シ
式
用
水
の
方
法

1
ザ
ニ
ム
口
で
施
工
さ
れ
、
か
つ
一
-一
か
と
ら
れ
て
お
り
、
八
多
十
岳
地

て
の
不
規
則
な
耕
地
は
整
然
と
一
一
区
境
界
附
近
よ
り
上
流
に
向
つ

一
メ
一
劃
さ
れ
平
畑
一
地
と
し
て
面
一

量

一

て

水

が

流

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

目
を
一
新
し
、
現
在
揚
水
機
導

入

路

工

事

を

行

っ

て

い

る

が

六

一

い

る

。

一

ま

生

j古

結
核
予
防
ヘ
ノ

集
固
検
診
。
一
受
診

白
川

七
円
刀
四
日

七

日
八

日

十

日

十

一

日

十

二

日

十

三

日

十

八

日

十

九

日

二
十
日

二

十

一

日

二

十

四

日

二

十

五

日

二

十

六

日

二

十

七

日

八

月

一

日

二
一
日

三

日

四

日
八

日

九

日

十

日

二
十
三
日

二
十
四
日

三

十

一

日

九

月

十

四

日

十

五

日

の

一

一

害

に

そ

な

え

ま

し

ょ

う

耕

一

ι

七

月

ー

の

天

気

予

報

知

大

洲

り

畜

産

一

担
問
ー
一
仙
川
崎
順
一
四
一
一

F
松
宮
北
方
気
象
台
発
表
一
昭
和
一
一
一
十
年
に
集
約
産
地
域
一
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
o

一一

喜
多
山
地
区
一
喜
多
山
保
育
所
一
一
向
う
三
ヶ
月
聞
の
四
国
地
方
一
上
旬
は
梅
雨
前
線
が
活
発
で
一
の
指
定
を
う
け
て
以
来
、
市
の
一
昭
和
三
十
六
年
度
畜
産
振
興
補
一
一

喜
多
校
区
一
喜
多
幼
稚
園
一
の
天
候
は
次
の
よ
う
に
経
過
し
一
ぐ
明
つ
つ
い
た
天
気
が
続
ぎ
ま
し
一
酪
農
は
急
速
な
発
一
肢
を
遂
げ
た
一
助
金
一
一

δ
九

万

円

一

回

N

一

H

一
ケ
十
ま
し
よ
う
。
一
よ
う
。
中
匂
ヲ
肘
に
ド
伝
は
夏
型
と
な
り
十
が
更
に
昭
和
三
十
五
吾
~
年
牛
よ
り
市
一
内
訳
一

平
校
区
一
二
一
平
半
小
学
校
一
竺
一

A今
寸
年
の
梅
雨
あ
け
は
平
年
よ1
一
好
天
の
日
が
多
い
で
す
が
、
下
一
虫
自
の
酪
農
振
興
一
三
ニ
ケ
年
計
画
旦
一
酪
警
由
農
炭
倍
…
振
彼
興
補
助
金
全
ズ
δU凶万一

大
竹
地
区
一
大
竹
保
育
所
一
一
り
お
そ
い
で
し
よ
う
O

七月は旦一可旬にに白は再再千びひ梅寸雨問

EE却型f
十

Eとな
り
史
、
一
一
幻U
樹

.

立

立

し

、

併

せ

て

酪

農

振

興

一

円

一

小
倉
地
区
一
小
倉
公
民
「
一
一
中
旬
に
夏
型
に
な
り
ま
す
が
二
本
格
的
な
梅
雨
あ
け
は
七
月
末
一
の
た
め
の
各
種
事
業
に
対
し
市
一
繁
殖
用
和
牛
購
入
補
助
金
一

宇
津
譲
葉
地
区
一
軒
騨
匂
民
主
一
再
び
梅
雨
型
に
も
ど
り
、
本
格
一
に
な
り
ま
し
ょ
う
o

一
の
助
成
措
置
が
と
ら
れ
る
に
及
一
六

O
万

円

一

下
東
菅
田
地
区
一
菅
田
連
絡
土
的
な
梅
雨
あ
け
リ
日
よ
日
川
一
晴
日
数
、
お
よ
び
雷
雨
日
数
一
び
多
頭
飼
育
、
自
給
飼
科
の
増
一
繁
日
用
豚
購
入
補
助
金
十
五
一

板
野
阿
部
地
区
一
板
野
公
民
官
一
一
そ
く
七
月
末
に
一
し
一
は
平
年
並
で
し
ょ
う
。
産
と
高
度
利
用
生
す
の
経
営
改
善
一

上

東

村

島

地

区

一

:

区

制

一

一

寡

自

信

持

官

一

②

気

温

一

も

計

画

以

上

の

進

展

を

見

せ

一

畜

産

モ

デ

ル

地

区

補

助

金

一

天

買

地

区

一

天

貢

公

民

館

一

一

九

月

は

は

じ

め

は

残

暑

が

す

一

七

日

肝

心

刊

日

日

比

比

四

日

持

軒

町

一

L
J叩
補
助
事
業
に
つ
い
一

西
地
区
一
酉
公
民
館
一
び
し
い
で
す
が
、
中
旬
以
後
一
は
一
の
他
は
や
や
高
く
、
月
平
均
』
気
一

O

一
て
は
市
産
業
課
、
ま
た
は
農
協

完

む

回

一

肝

計

民

間

一

一

秋

昨

日

臨

時

日

間

ド

一

温

は

や

L
高
い
で
し
ょ
う
。
一
日
日
目
れ
じ
川
町
業
一
に
問
合
せ
れ
ば
く
わ
し
く
説
明

一
一
一
善
地
区
一
三
善
中
学
校
一
る
台
風
の
数
は
七
月
一
個
、
八
一
③
降
水
量
一
施
策
の
重
点
、
を
畜
産
に
お
き
、
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
一

ト
ー
一
一
月
、
九
月
は
そ
れ
ぞ
れ
二
個
ぐ
一
上
、
下
旬
が
て

Z
、
中
一
酪
農
の
画
期
的
な
発
展
と
併
せ
一
ン

川

町

山

一

一

日

山

込

町

一

ら

判

し

よ

う

o

一

日

刊

は

わ

れ

目

一

一

日

日

目

見

純

一

ψ
γ
4
1一

柳

沢

地

区

一

一

柳

訳

N

一

①

天

候

状

態

一

で

し

ょ

う

。

一

助

金

を

交

付

し

て

積

棒

的

な

奨

一

;

血

万

、

ド

/

山

V

一

札

掛

地

区

一

南

久

米

υ

一一
i
l
i
l
l
i
t
-
-
i
l
l
-
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
B

一
励
策
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
農
一
骨
川
同

T

I
内
J

一

北

只

地

匹

一

南

久

米

連

絡

所

一

電

話

番

号

め

一

協

酪

農

組

合

な

ど

に

お

い

て

は

一

向

似

仰

向

一

新

谷

刻

区

一

新

谷

小

学

校

一

一

一

こ

れ

ら

の

市

の

施

策

を

中

心

に

一

t
d
u
i問
d

一

蔵

川

地

区

蔵

川

公

民

館

一

一

二

度

呼

び

に

ど

協

力

を

一

そ

れ

か

主

入

れ

態

勢

や

振

興

一

ιふ
¥

汁

一

大

成

地

区

大

刊

吐

民

館

一

一

犬

洲

電

報

電

話

局

一

方

策

が

熱

心

に

検

討

さ

れ

て

お

一

~
J
m
山

‘

一

上

須

戒

地

匹

i
f
/
一

一

り

乳

牛

肉

畜

と

も

飛

躍

的

な

一

b

M

八
多
喜
地
区
一
八
多
喜
公
民
館
一
一
存
度
小
田
川
主
話
の
ご
利
用
を
一
な
た
の
電
話
を
相
手
の
電
話
が
一

(
i
(
l
i
l
i
-
-十
1
l
(
i
l
J

一

N

一

H

一
い
た
だ
き
、
丸
山
が
と
う
ご
ざ
一
は
い
っ
て
い
る
交
換
台
へ
つ
な
一
豊
か
怠
く
ら
し
を
つ
く
る

」
一
い
ま
す
。
さ
て
、
み
な
さ
ま
が
一
ぎ
か
え
ま
す
一

J
J

一
電
話
を
お
か
け
に
な
る
場
合
、
一
そ
こ
で
、
そ
の
交
換
台
を
受
け
一
郵
便
貯
金
運
動
に
ご
協
力
な

一
と
き
ど
ぎ
交
換
取
扱
者
が
電
話
一
一
持
っ
て
い
る
取
扱
者
が
、
ゆ
め
ら
一
郵
便
局
で
は
五
月
一
日
か
ら
一
め
て
い
ま
す
。
教
育
脅
か
}
例
に

一
斉
号
を
二
度
も
お
た
ず
わ
す
る
一
た
め
て
も
う
一
度
番
号
を
お
た
一
七
月
一
二
十
一
日
ま
で
の
一
ニ
ケ
月
一
と
り
ま
す
と
小
学
校
か
ら
大
学

一
こ
と
が
あ
り
、
不
快
な
思
い
を
一
ず
ね
し
て
電
話
を
お
つ
な
ぎ
す
一
間
p

「
盟
か
な
く
ら
し
を
つ
く
一
卒
業
ま
で
に
要
す
る
学
資
は
大

一
一
お
か
け
し
て
た
い
へ
ん
申
し
わ
一
る
と
い
う
わ
け
で
す
o

一
る
郵
便
貯
金
量
運
動
」
を
展
一
体
第
一
表
の
と
お
り
で
す
o

の

一
け
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
一

1
l
i
l
l
l
i
l
i
-
-
関
し
て
お
り
ま
す
。
一
で
、
こ
れ
を
第
二
表
の
よ
う
な

こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
一
引
揚
者
の
一
こ
の
運
動
は
国
民
生
活
の
安
一
方
法
で
準
備
し
、
な
ん
の
心
配

一

ご

、

さ

い

ま

す

の

で

、

何

と

ぞ

ご

一

定

を

、

よ

り

一

そ

5
の
向
上
を
一

給

付

金

請

求

期

限

一

一

も

な

く

子

女

の

教

育

費

に

あ

て

一

理

解

を

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

一

一

図

る

た

め

に

よ

り

多

く

の

貯

蓄

7
へ
E
ハ
う
こ
と
な
ど
大
切
な
こ

顧
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
当
局
の
一
の
延
期
に
つ
い
て
一
が
必
要
で
ゐ
る
点
を
強
調
し
て
一

Z

J

L

i

i

j

:

4

}

一
ど
で
す
。

雲
仙
は
古
い
方
式
の
磁
石
式
で
一
引
揚
者
一
給
付
金
等
支
給
法
互
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
に
一
準
備
し
よ
う
と
す
る
額
に
応

す
が
、
現
在
十
台
の
交
換
台
一
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
本
年
一
臨
時
収
入
金
の
貯
金
化
、
目
的
一
じ
て
掛
金
を
考
え
て
い
た
だ
げ

抗

日

日

日

-

旧

日

日

日

1」
間

取

帥

M
h
M轄
す
時
十
一
判
官
刊
誌
ば
品
川
口
付
計

一
方
の
電
話
が
あ
な
た
の
電
話
カ
一
改
正
の
主
な
こ
と
は
請
求
権
の
一
行
な
ど
を
呼
び
か
け
る
反
面
、
一
動
に
ど
協
カ
願
い
ま
し
て
、
明

一
は
い
っ
て
い
る
の
と
同
じ
交
換
一
時
効
期
間
が
一
年
間
延
長
し
五
一

ν
ジ
々
l
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
一
る
い
家
庭
を
設
計
し
て
下
さ
い

一

台

ゃ

、

す

ぐ

と

な

り

の

交

換

台

一

一

旅

行

費

の

積

立

な

ど

を

押

し

進

一

一

一

年

間

と

な

っ

た

こ

と

で

す

。

一

一

に

収

容

さ

れ

て

お

れ

ば

す

ぐ

に

一

み

て

い

こ

5
と
す
る
も
の
で
す
一

一

で

す

か

ら

、

時

効

期

限

は

昭

和

一

一

一

お

つ

な

ぎ

で

き

る

の

で

、

番

号

一

一

ボ

ー

ナ

ス

な

ど

の

臨

時

収

入

一

一

一

三

十

七

年

五

年

十

六

日

と

な

り

一

一

一
も
一
度
お
た
ず
ね
す
る
だ
け
で
-
ま
し
た
の
で
終
戦
後
引
揚
げ
た
一
金
は
と
か
く
不
要
不
急
の
も
の
一

一
よ
い
の
で
す
。
し
か
し
、
手
の
一
方
、
お
よ
び
そ
の
遺
族
で
ま
だ
一
に
消
費
し
が
ち
な
も
の
で
す
が

一
周
か
な
い
速
く
は
な
れ
た
交
換
一
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
市
生
こ
れ
を
確
実
な
定
額
郵
便
貯
金

一
台
に
は
い
つ
で
い
る
場
合
に

j
一
会
課
、
ま
た
は
連
絡
所
へ
ど
相
一
に
預
入
れ
て
安
全
、
路
実
、
有

一
交
換
台
の
中
一
紘
一
線
に
よ
っ
て
議
談
下
さ
い
。
一
剰
に
蓄
積
し
て
い
く
よ
う
す
す

全

の

日

日

日
す

'̂込

て

--1--
司

月

国

発

展

期

待

の

15 

iC 

~ 

吉丈

全

! 
か

ら

だ

の

不

自

由

な

人

へ

身
体
の
不
自
由
な
人
の
療
育
一
五
時
ま
で

更
生
相
談
、
巡
回
検
診
を
左
記
一
二
、
場
所
大
洲
保
健
所

の
と
お
り
行
い
ま
す
一
一
ニ
、
医
附
整
形
外
科
、
米

希
望
者
は
大
洲
市
役
所
内
の
一
問
、
コ
一
浦
、
一
ニ
木
、
松
丸
医
師

福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
各
連
絡
一
四
、
費
用
、
無
料

所
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
一
五
、
そ
の
他
く
わ
し
く
は

一
、
検
診
日
時
七
月
二
十
一
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
、
各
連

五
日
午
前
九
時
一
二
十
分
よ
り
十
一
絡
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
Q

昭

和

三

十

六

年

度

第

二

次

陸
、
海
、
空
自
衛
官
募
集

ふ

募

集

種

別

市

役

所

及

び

各

連

絡

所

に

志

z

ご

等

陸

土

田

川

が

あ

り

ま

す

か

ら

所

要

事

等

主

士

項

を

記

入

し

て

提

出

し

て

下

さ

&
応
募
資
格

九
月
一
日
現
在
で
十
八
才
以
一

1

j

一
品
試
験

上
一
一
十
五
才
未
満
の
男
子
一

コ

一

七

月

二

十

七

日

大

洲

保

健

学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
。
一
戸
T

&

受

付

期

間

一

「

附

一
&
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市

六
月
一
日
か
ら
七
月
十
五
旦
一
役
所
総
務
課
、
ま
た
は
各
連
絡

→ 一一一一一一璽一一三二 実
学校 I1年で 12，5821 愚年間
中学校 I1年で位、6141 3年間
高 校 1t年で 33， H 1 99 753 
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一望三孝一理立壁金型'f2里担恒三金へ (リレー式足掛千国広場合)

一生__A_J_金一顎__/年 数|金 額

畠年間 I 25刈O円¥ 12年目 200.174

倍年開 I 83， f倍年目 301，521

1 年目 I 151.1641 塁打年日I 427~4a4 


